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友
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思
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窓
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２
５
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０
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検
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３
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西
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柏原高校を卒業して30年を迎えた学年

は、卒業30周年同窓会を開くのが伝統に

なっているが、新型コロナウイルスのた

め、一昨年は42回生、昨年は43回生が延

期を余儀なくされた。それぞれの回生の

代表に思いを書いていただいた。

来
年

私

42
回
生

番
！

思

先
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受

丹
波
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懐
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２
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開
催
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事
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言

発
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３
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状
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中
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催
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催

中
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集
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催
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回
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君
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声

！

大
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私
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催
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催
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収
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検
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催
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42回生（1990年卒）43回生（1991年卒）
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５
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光
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懇
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２
年
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・
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事
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練
習
会

用
意

活
発

意
見
交
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頂

本
部･

支
部
�
�
�

本
部･

支
部
�
�
�

本
部･

支
部
�
�
�

東
京
支
部
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部
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画
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京

２
月

初
開
催

参
加
者

母

校

同
窓
会
本
部

協
力

紹
介

動
画

質
疑

通

現
在

柏
原
高
校

接

良

機
会

東
京
支
部

Ｈ
Ｐ

当
日

動
画

版

配
信

見
逃

方

是

非

覧

次
回
開
催
案

内

登
録

願

令
和
４
年
度

東
京
支
部
総
会

７
月

10
日

日

学
士
会
館

開
催

予

定

併
用

準
備

進

同
窓
生

皆
様

支
援

願

高
21
回

谷

敬
三

阪阪

神神

令
和
３
年

禍

下

総
会
・

懇
親
会

中
止

決
定

令
和
４
年

総
会
・
懇
親
会

６
月
12
日

宝
塚

開
催

当
番
学
年

高
校

32
回
生

再
度
準
備今

年

入

第
６
波

株

感
染

急
拡
大

状
況

踏

開
催

判
断

準
備

入

時
期

今
年
１
月
16

日

役
員
会

実
行
委
員
会

対
応

検

討

結
果

本
年

多
人

数

会
食

懇
親
会

条
件
的

困
難

判
断

痛
恨

極

中
止

得

結
論

達

３
年
連
続

開
催

理
解
賜

宜

願

申

上

本
年
度

役
員
改
選

時
期

２
年
間

総
会

開
催

状
況

鑑

引

続

全

役
員
再
任

今
後

感
染
症

非
常

事
態

開
催
方
法

集
会
場
所

他

状
況

判
断

春

役
員

会

開

検
討

新

取

組

構
築

思

次
年
度

実
行
委
員
会
幹
事

高
校
33
回
生

引

継

行

決
定

高
校

32
回
生

実
行
委
員
会

方
々

開
催

２
年
間

本
当

苦
労
様

来
年

皆
様

出
会

念
願

高
22
回

井
上

透

東東

海海

禍

今
後

同
窓
会
活

動

議
論

昨
年
９
月
11

日

臨
時
役
員
会

岡
崎
市

喫
茶
店

開
催

新
体
制

２
０

２
１
年
10
月

２
０
２
３
年
９
月

案

承
認

引

続

柳
瀬
国
広

25
回
生

東
海
支
部
長

務

以
下

２
０
２
２
年
度

東
海
支
部

活
動
方
針

案

東
海
支
部
会
員

常
日
頃

輪

進

・
役
員
会

２

月

１
回

交
流

場10
時
30
分

11
時

役
員
会

事

前

議
事
内
容

11
時

12
時

交
流
＆
情
報
交
換

場

役
員
会

午
後

午
前

中

変
更

役
員
会

終

後

方

・
総
会
・
懇
親
会

準
備
段
階

出

来

費
用

掛
形
式

量

�
質
�

総
会
・
懇
親
会

！

・
新
入
東
海
支
部
会
員

主

33
回
生

以
下

若
手

発
掘

東
海
支
部

輪

進

各

支
部

方
々

交
流

図

思

願

新
型

株

猛
威

予
断

許

状
況

高
25
回

柳
瀬

国
広

篠篠

山山

丹
波
篠
山

言

祭

篠
山
支
部

総
会
・
懇
親
会

懇
親
会

最
後

参
加
者

輪

踊

習

新
型

祭

開
催

今

篠
山
支
部

総
会
・
懇
親
会

開

今
年

無
理

新
型

収
束

来
年

念
願

高
５
回

奥
山

悦
子
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私

新
型

感
染

一
昨
年

７
月

１

年
後

７
月
３
日

私

住

熱
海
市

熱
海
伊
豆
山
土
石
流
災
害

発
生

新
型

禍

二
重

事
態

熱
海

行
事

市
民

復
興

動

出

９
月
22
日

災
害
対
策
本
部

廃

止

伊
豆
山
復
興
推
進
本
部

設
置

私

務

結
成
４
年
目

高
齢
者

市
内

会
館

公
園

開
催

復
興

義
援
金

募

活
動

故
郷

丹
波
市

開

思

強

故
郷

離

50
年

無
謀

企
画

中
学
・
高
校

同
級
生

同
窓
生

皆
様

開
催

協
力

柏
陵
同
窓
会

本
部

各

支
部

総
会

出
席

縁

柏
陵
同
窓
生

皆
様

多
大

支
援

得昨
年
12
月

丹
波

森
公
苑

開
催

予
想

超

方
々

越

感
謝

気
持

涙
声

歌

散
々

半
世
紀
前

思

出

掘

起

語

合

機
会

年
齢

重

逆

無
駄

時
間

減

日
々

数
時
間

青

春
時
代

共

涙

汗

思

出

同
窓
会

大
切

◇

◇

看
護
師

向

高
校
時
代

担
任

先
生

勧

看
護
師

看
護
師

患
者

命

向

合

回
復

手
助

役
割

持

緊

張

場
面

多

分

患
者

家
族

癒

多

勧

先
生

感
謝

丹
波
地
域

医
療
崩
壊

波

受

病
院

存
続

危

時

地
域
医
療

守

活
動

地
域
住
民

熱
意

後
押

令
和
元
年
7
月

丹
波
医

療

開
設

今
回

新
型

流
行

未
曾
有

出
来
事

丹
波
医
療

新
型

中
等
症

重
症

患
者

２
１
８
名
受

入

最
初

正
体
不
明

感
染
症

医
療

行

側

恐
怖

闘

感
染

防
御

・

・
手
袋

供
給

手
薄

時
期

身

守

中

不
安

余
計

募

感
染
症
病
棟

勤
務

中

自
分

持

帰

恐

長

間
自
宅

帰

勤
務

人

様

中

院
内

感
染
看
護
認
定
看

護
師

始

感
染
対
策

迅
速

適
切

対
応

救

感
染

起

広

気
持

強

持

全
員

自
分

役

割

遂
行

懸
命

対
応

乗

切

出
来

今
後

感
染
症

形

一
人

患
者

向

合

私

務

思

故郷でコンサート

さん田村 公平田村 公平

23
年
間
勤
務

会
社

倒
産

機

２
０
０
９
年

会
社

起

業

４
年
前

高
齢
者

結
成

地
域

活
動

２
０
２
０
年

新

型

感
染

誹
謗
中

傷

受

氏
名

公
表

入
院
中

作

曲

好
評

新
聞

取

上

禍

行数
度
開
催

現
在

開
催

中
心

生
活

高校24回生 青垣町出身高校24回生 青垣町出身

今
年
１
月
13
日

同
窓
会
事
務
局

届

原

稿

断

患者さんに向き合う

高校33回生 氷上町出身高校33回生 氷上町出身

さんさん菅村 幸代菅村 幸代

１
９
８
４
年

県
立
柏
原
病
院
採
用

県
立
柏
原
看
護
専
門
学
校
専
任
教
員

勤
務

経

再
度
柏
原
病
院

勤
務

県
立
光
風
評
病
院

看
護
部
次

長

現
在

県
立
丹
波
医
療

看
護
部
長
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昭
和
49
年

私

篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校

柏
原
高
等
学
校

転
勤

柏
原
高
校

分
掌

進
路
指
導
部

７
年

担
任
５
年

教
務
部
５
年

担
任

卒
業
生

送

出

１
回

各
方
面

活
躍

同

３
人

歯
科
医
師

誕
生

現
在

丹
波
市
内

開
業

私

世
話

教
務
部

時

進
路

応

多
様

類
型

設
置

教
育
課
程

編

成

取

組

中

時
間
割

作
成

大
仕
事

新
学
期

間

合

春
休

返
上

夜
遅

部
員

皆

頑
張

出

来

時
間
割

最
初

１
週
間
実
施

必
要

修
正

完
成私

柏
原
高
校

縁

20
年

高
校
３
年
間

担
任

山
内
先
生

林
先
生

植
田
先
生

鳳
鳴

柏
原

両
校

一
緒

勤

幸
運

今

百
姓
現
役

今
日

縁

恩

師

同
僚

生
徒

皆

大
変
感
謝

先生には３年理系クラスの担任をしていただき

ました。女子２名の他はむさくるしい野郎ばかり

で、部活を引退してからは真面目に学校へ来な

かったりと勝手気ままな集まりだったと思います

が、誰に聞いても赤井先生に声を荒立てて怒られ

た記憶はないと言います。たまに悪さをして他の

先生に怒られた時には赤井先生に必死にかばってもらったとも言い

ます。普段は自由にさせてもらいながら、何かあったらこまめに世

話を焼いてもらい、特に受験の後は進路について沢山相談に乗って

いただきました。私は早々に退部してしまいましたが、軟式テニス

部の１年の夏合宿で女子の顧問である赤井先生に「これぐらいは家

でいつもしてるよ」と、理科室で作っていただいた昼食のカレーが

凄く美味しかったことをよく覚えています。

そして今では私の医院にもう30年以上も通ってもらい、長いお付

き合いをさせてもらっています。退職後は畑仕事に精を出されて、

いつも真っ黒に日焼けされ、80歳過ぎにはとても見えない若々しい

お顔で「よく体を動かして、美味しくご飯と少々のお酒をいただけ

ることは幸せなことやなあ」と、ニコニコと話してくださる先生に

いつも元気をもらっております。

恩
師
登
場

恩
師
登
場

各
方
面

活
躍

教

子

おいしかった夏合宿のカレー

赤
井

一
三
先
生

松下 敏司高31回
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柏
原
高
校

令
和
元
年
度

文
部
科
学
省
事
業

地
域

協
働

高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業

型

指
定
校

採
択

全
国

20
校

兵
庫
県

下

柏
原
高
校

選

期
間

令
和
３
年
度

３
年
間

T
A
M
B
A

M
ira

i
P
ro

ject

丹
波

Ｔ

Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ

視
点

丹
波

地
域
課
題
解
決

主
体
的

取

組

育
成

活
動

進

３
年
間

同
事
業

終

報
告

研
究
推
進
部
長

丹
生
憲
一
教
諭

寄

左

９
面

掲
載

【第１学年】：「丹BAL１」（総合的な探究の時間）での取り組みのテーマ

・丹波で農業を堪能しよう

・丹波に人を！～みんなが楽しめる複合施設を考える～

・アウトドアで丹波を活性化

～地元・観光～田舎の良さを最大限に活かせる街づくり

・犬が鹿肉を食べるメリット

・丹波市の人口を増やすには

・丹波の黒豆をもっと身近に！！

・SDGｓの発信 等

【第２学年】

⑴１組：「探究Ⅱ」

・効果的な復習方法の考案

・意欲的に参加するための授業形態の提案

・カンボジアの算数教育から学ぶ

・長崎さるく的まちあるきの実践

・数学における協働学習が生徒の学習に及ぼす影響について

・HSPと上手に付き合う方法

・丹波市に同性パートナーシップ制度を導入するために

・文化を残す必要性について考え方言を後世に残すことを目的とした探

究活動

・川裾祭とホトケドジョウとフェスが大好きな高校生たちが提案する祭

のカタチ

・丹波市における犬、猫の殺処分の現状とその改善策の研究

⑵２～６組：「丹BAL台湾」―「防災」をテーマとして―

・「防災」を共通のテーマとして以下の手順で３回の台湾の高校生との

オンライン交流を柱とし、交流に向けての準備と、交流を通して台湾

と日本の違いについて得たものを発表することにより、国際理解を深

めることを目的とする。

【第３学年】

「総合Ⅲ」：２～６組

・面接練習：大学入試対応、就職（公務員・一般企業）対応

・進路別小論文指導 等

選択科目「グローカル」（オールイングリッシュ）

１組選択者：「Glocal Summit 2021 at Kaibara」の企画・運営・発表

２～６組選択者：スピーチ、学校紹介動画作成、学校行事紹介をニュース

番組仕立てで作成、プレゼンテーション

【成果】

・田舎力甲子園（福知山公立大）奨励賞

・Glocal High School Meetings 2022（日本語発表部門）

金賞（文部科学省初等中等教育局長賞）

・Glocal High School Meetings 2022（英語発表部門）銅賞

育
成

取

組

育
成

取

組

育
成

取

組

本年度の実施内容
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地
域

協
働

高
等
学
校
教

育
改
革
推
進
事
業

型

指
定

受

変

報
告

地
域
課
題

題
材

総
合
的

探

究

時
間

丹
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｉ

一
般

導
入

２
学
年

丹
Ｂ

Ａ
Ｌ
台
湾

海
外
渡
航

今

交
流

保

修
学
旅
行

防
災

発
表
内
容

深

持

３
学
年

総
合
Ⅲ

他
己
紹
介

面
接
練
習

小
論
文

流

作

昨

年

流

踏
襲

質

高

作
品

思

G
lo
ca
l

S
u
m
m
it

2021
a
t
K
a
ib
a
ra

国
内

外
8
校

開
催

文
科
省
事
業
指
定
校

発
表

会

G
lo
ca
l
H
ig
h

S
ch

o
o
l
M
eetin

g
s

2022

日
本
語
発
表
部
門

金
賞
・
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長

賞

受
賞

最
終
年
度

最
高

賞

勝

取

名
誉

今
後

地
域

人
々

講
師

先
生

海
外

学
校

維
持

日
常
的

地
域
・
世
界

目

向

考

環
境

確
信

令
和
３
年
度

部
活
動

昨
年
度

引

続

影
響

受

様
々

制
限

中

活
動

２
学
期
以
降

新
人
戦

大
会

中
心

運
動
部
・
文
化
部

一
生
懸
命
取

組

好
成
績

収

運
動
部

陸
上
部

梅
垣
朋
宏

２

年

近
畿
大
会

８
位

入
賞

少
林
寺
拳
法
部

近
畿
大

会

好
成
績

収

３
名

香
川
県

行

全
国
大
会

出
場

文

化
部

理
科
部

第
45
回
兵
庫
県
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
発
表

会
口
頭
発
表
部
門

優
秀
賞

受

賞

同

第
45
回
兵
庫
県
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
部
門

写
真
部

八
尾
友
菜

１
年

作

品

特
選

選
出

同

第
45
回
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美

術
・
工
芸
部
門
・
絵
画

美
術

部

近
藤
春
佳

２
年

作
品

特
選

選
出

個
人

嶋
田

光
里

１
年

第
33
回
読
書
感
想
画
兵

庫
県

県
大
会

優
秀

賞

選
出

◆陸上競技部

第54回近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
9/17～19 たけびしスタジアム京都

【決勝進出、８位入賞】梅垣朋宏（２年）男子400ｍH

◆少林寺拳法部

第39回近畿高等学校少林寺拳法大会
12/25～26 京都府立山城総合運動公園体育館・

近畿高等学校体育連盟
女子規定単独演武の部【７位】田中瑛妃（１年）
男子規定単独演武の部【５位】廣瀨柊磨（１年）

【10位】山崎蒼生（１年）
※３名とも第25回全国高等学校少林寺拳法選抜大
会（香川県多度郡多度津町・善通寺市、３月25
日～27日）への出場が決定

◆ワンダーフォーゲル部

第25回兵庫県高等学校スポーツクライミング大会
9/25 神戸登山研修所

学校表彰第３位（男子）

◆理科部

第45回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会
11/6～7 兵庫県立神戸高等学校

バンドー青少年科学館
【分野別優秀賞】口頭発表部門（化学分野）

◆写真部

第45回兵庫県高等学校総合文化祭 写真部門
11/12～14 兵庫県立美術館 原田の森ギャラリー

【特選】八尾友菜（１年）

◆美術部

第45回兵庫県高等学校総合文化祭 美術・工芸部門
11/11～14 【優秀賞（絵画）】近藤春佳（２年）

◆書道部

第45回兵庫県高等学校総合文化祭 書道部門
11/14 兵庫県立美術館王子分館 原田の森ギャラリー

【優秀賞】有田理沙子（２年）【特選】大地 光（３年）

◆調理部

第61回兵庫県高等学校家庭クラブ研究発表大会
8/24 神戸西区文化センター なでしこホール

【研究計画賞】「丹波風土（FOOD）でほっと（HOT）
する未来を―今私たちができること―」
高校生グルメチャレンジ
6/30～9/20 リモート通信開催（本校）

【入選】丹波栗菓匠 大福堂にて商品化「ほうじ茶
くりスタル」

第33回読書感想画コンクール
9/25 兵庫県学校図書館協議会

【全国大会 奨励賞】「車輪の下」ヘルマン・ヘッセ著

３
年
間

事
業

終

◇嶋田光里（１年）

輝かしい活躍輝かしい活躍令和３年度
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測量･GIS関連業務･設計･補償コンサルタント

黒田測量設計株式会社
代表取締役社長

〒669-3314　兵庫県丹波市柏原町挙田101番地
tel.0795-72-1901　fax.0795-73-0559

E-mail  info＠kuroda-sokuryo.co.jp　  HP  http://www.kuroda-sokuryo.co.jp/

黒田  好信（高38回）
取締役会長 黒田  由弘（高10回）

柏
原
高
等
女
学
校

創
設

近

藤
九
市
郎

明
治
元
年

１
８
６

８

今

綾
部
市

生

地
元
綾
部

尋
常
小
学
校

高
等
小

学
校

訓
導

校
長

務

明
治

30
年

文
部
省

出
向

命

辞
令

京
都
府

受

高
等
師
範
学
校
訓
導

明

治
34
年
９
月

当
時

初
等
教
育
界

名

近
藤

柏
原
町

崇
広
小
学
校

校
長

迎

入

以
前

日
本

女
子
教
育

遅

問
題
視

近
藤

校

長

着
任

年

12
月

近
畿

東
海
地
方

女
子
教
育

状
況

視

察

高
等
女
学
校
設
立

方
策

立

柏
原
町
長

設
立

働

財
政
上

難

高
等
女
学
校

設
立

第
一
段
階

明
治
35
年
５
月

崇
広
小
学
校

内

女
子
補
習
科

設
置

女
学
校

誕
生

本
誌
１
面

大
正
11
年

県
立
柏
原
高
等
女
学

校

昇
格

補
習
科
設
置
時

入
学

生
徒

26
人

大
正
末
期

頃

４
０
０
人

突

破

押

押

女

学
校

成
長

大
正
15
年
３
月

近
藤

23
年

間

務

校
長

退
任

年

11
月
14
日

近
藤

功
績

後
世

伝

建

立

銅
像

除
幕
式

執

行

氷
上
郡
内

町
村
長

決
議

公
費

建

銅
像

制
作

彫
刻
家

日
本
美
術
院
会
員

藤
井

浩
祐

10

自
然
石

縦

約
60

幅
45

銅
像

除
幕
式

来
賓
２
０
０
人

同
窓
会
員

女
学
校
生
徒

合

８
０
０
人

１
０
０

０
人

人

列
席

日

近
藤

宿
願

松
柏
図
書
館

落
成
式

女
学
校

生
徒

外
部

一
般
女
性

開
放

図
書
館

近
藤

女
学
校
充
実

私
財

投
知

同
窓

会
員

校
長
退
任

際

今
後

生
活

案

謝
恩
金

贈

寄
付

募

先

妻

亡

近
藤

妻

後

追

状
態

京
都

病
院

伏

時

同
窓
会
員

臨
終

際

代

代

介
抱

当

女
生
徒

慕

逸

話

大
正
12
年

卒
業

俳
人

細
見
綾
子

近
藤

心
酔

一

人

柏
原
高
校
70
周
年
記
念
誌

柏
女
時
代

思

出

近
藤
九
市
郎
先
生

静

温
容

方

怒

一
般

評
判

書

昭
和
11
年

68
歳

没

柏
原
高
女
創
設
者

柏
原
高
女
創
設
者

校長23年、女学校充実に献身

近
藤
九
市
郎

近
藤
九
市
郎
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賛助金は、同窓会報「柏陵」の発行費用に充てられます。「柏陵」は賛助金のみで発行し、お

送りしており、毎年、賛助金を頂いてようやく次号を発行できるという厳しい状況にあります。

この会報は、同窓会と同窓生を繋ぐ貴重な情報発信の場となっています。皆様の一層のご協力

を切にお願いいたします。

寄付金は、同窓会の年間活動資金として、支部活動や同期同窓会への補助、教育振興基金（部

活動の助成金、生徒の研究活動の助成金、国際理解教育の支援等）に活用させていただいていま

す。とりわけ、母校がより一層の発展を遂げるためには、この教育振興基金の充実が不可欠です。

見通しが立ちがたい経済状況下ではありますが、何卒趣旨をご賢察いただき、ご支援をお願い

いたします。

１口2,000円となっており、何口でもありがたく存じます。郵便振込用紙に賛助金か寄付金か

の明記をお願いいたします。明記のない場合は、賛助金として扱わせていただきます。

【振込先】ゆうちょ銀行 口座番号：０１１５０－８－９９３８ 口座名：柏陵同窓会

新型コロナウイルスのため、一昨年、昨年と２年続けて中止し

た「柏陵セミナー」を８月27日、柏陵会館で開催する予定です。

講師は、兵庫県内各地で埋蔵文化財調査に従事された柏原高校25

回生の村上泰樹さんと、太極拳を指導されている柏原高校41回生

の小畠睦さんです。今年こそ、お二人による柏陵セミナーが開催

できることを願っております。

兵庫県立柏原高等学校 柏陵同窓会 会長 大西 伸弘

「柏陵セミナー案内」８月に開催予定

賛助金・寄付金のお願い賛助金・寄付金のお願い

合 計 2,921,221円合 計 2,921,221円

賛助金 3,423,627円賛助金 3,423,627円

発 行 費 1,459,641円

送 料 1,461,580円

発 行 費 1,459,641円

送 料 1,461,580円

（1339人から）（1339人から）

「柏陵37号」発行収支報告「柏陵37号」発行収支報告

同窓会事務局：〒669-3302 兵庫県丹波市柏原町東奥50 TEL･FAX0795-72-1921


